
 

令和８年７月７日 

中小企業基盤整備機構 

 

令和８年度独立行政法人中小企業基盤整備機構調達等合理化計画 

 

「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成 27 年 5 月 25 日総務大臣決定）に基

づき、独立行政法人中小企業基盤整備機構（以下「中小機構」という。）は、事務・事業の特性を踏まえ、

ＰＤＣＡサイクルにより、公正性・透明性を確保しつつ、自律的かつ継続的に調達等の合理化に取り組む

ため、令和８年度独立行政法人中小企業基盤整備機構調達等合理化計画を以下のとおり定める。 

 

 

１．調達の現状と要因の分析 

（１）中小機構における令和７年度の契約状況は、表１のようになっており、契約件数は２５５件、契

約金額は４７２．８億円である。また、競争性のある契約は１７３件（６７．８％）、４０７．９

億円（８６．３％）、競争性のない随意契約は８２件（３２．２％）、６４．９億円（１３．７％）

となっている。 

令和６年度と比較して、競争性のある契約において件数２０件、金額３３５．１億円増加してい

る。また、競争性のない随意契約においては、件数１件、金額０．４億円の減少となっている。契

約金額増加の主な要因は、前年度と比べて事業部門の大型調達案件が集中したことや大規模調達案

件の発注等があったことによるものである。なお、この競争性のない随意契約は、真にやむを得な

い随意契約のみである。 

 

 表１ 令和７年度の中小機構の調達全体像            （単位：件、億円） 

 令和６年度 令和７年度 比較増△減 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等 （61.4％） 

145 

（47.1％） 

65.0   

（58.8％） 

150 

（56.6％） 

 267.7    

(3.4％） 

5 

(311.8％） 

202.7 

企画競争・公

募 

(3.4％） 

8 

(5.6％） 

7.7  

(9.0％） 

23 

(29.7％） 

140.2  

(187.5％） 

15 

(1,720.8％） 

132.5 

競争性のある

契約（小計） 

(64.8％） 

153 

（52.7％） 

72.8 

(67.8％） 

173 

（86.3％） 

407.9 

（13.1％） 

20 

(460.3％) 

335.1 

競争性のない

随意契約 

（35.2％） 

83 

（47.3％） 

65.3 

（32.2％） 

82 

（13.7％） 

64.9 

 (△1.2％） 

△1 

(△0.6％） 

△0.4 

合計 （100％） 

236 

（100％） 

138.1 

（100％） 

255 

（100％） 

472.8 

（8.1％） 

19 

（242.4％） 

334.7       

（注 1）計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注 2）比較増△減の（ ）書きは、令和７年度の対令和６年度伸率である。 

 

（２）中小機構における令和７年度の一者応札・応募の状況は表２のようになっており、契約件数は１



 

４件（８．１％）、契約金額は９３．７億円（２３．０％）である。前年度と比較して、一者応

札・応募による契約件数は２件減少し、契約金額は８６．０億円増加している。 

 

表２ 令和７年度の中小機構の一者応札・応募状況         （単位：件、億円） 

 令和６年度 令和７年度 比較増△減 

2 者以上 件数 137（89.5％） 159（91.9％） 22（16.1％） 

金額 65.1（89.5％） 314.2（77.0％）    249.1（382.6％） 

１者以下 件数 16（10.5％） 14（8.1％） △2（△12.5％） 

金額 7.7（10.5％） 93.7（23.0％） 86.0（1,116.9％） 

合 計 件数 153（100％） 173（100％）  20（13.1％） 

金額 72.8（100％） 407.9（100％） 335.1（460.3％） 

（注 1）計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注 2）合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った計数である。 

（注 3）比較増△減の（ ）書きは、令和７年度の対令和６年度伸率である。 

 

２．重点的に取り組む分野（【 】は評価指標） 

上記１の現状分析等を含め総合的な検討を行った結果、(1)競争性のある契約における一者応札・応

募案件削減に向けた取組及び(2)事務処理効率化等を目的とした調達の改善に努めることとする。 

（１）一者応札・応募削減に向けた取組 

一者応札・応募削減については、これまでの着実な取組により、一定の成果を上げてきた。引き続

き、これまでの実施事例の分析や複数者応札・応募、未達成の事例を分析し、以下のような具体的な

取組について、チェックシートにより確認することで、一者応札・応募削減を進めるが、より効果的

な取組チェックシートとするため、内容の見直しを実施する。 

①  入札公告前の取組として、事業者が早期に検討できるよう業務実施に係る準備期間として 6 か

月を目安に確保するなど、事業者によって差が出ないよう留意し情報提供を行う。 

② 複数の応札・応募者が見込まれない調達に係る周知方法として、ホームページへの掲載、業界

紙への記事掲載、国や民間の調達ポータルサイトを活用し事業者への情報提供に加えて、業種

業態ごとに新規事業者の開拓を積極的に行う。 

③ 各案件の業務内容に対応した十分な公告期間、応募期間、質問作成期間、契約・着手準備期間

等の設定を行う。設定に当たっては、年単位で検討が必要になるものについては、当該年度の

実施計画を前年度に作成し、スケジュールを検討する。 

  なお、システムや施設の改修、施設維持管理業務等については、中期の改修計画を考慮したう

えで、案件によっては事業者が人材確保等を行う十分な準備期間を確保できるよう、従来の契

約日を 6 か月～1 年程度前倒した日を設定することを含め、発注スケジュールを検討する。 

④ 技能資格や経験年数、説明会参加方法の緩和など、業務内容に応じた適切な競争参加資格を設

定する。また、代理店間の競争の場合は、事前に有資格及びその期限の確認を実施する。 

⑤ 各案件の業務内容に対応した事業期間・事業規模の設定や適正な調達範囲による分離発注を行

う。 

⑥ 複数回に亘り繰り返し実施している案件については、仕様説明会にて前年度実績報告書等をサ



 

ンプルとして例示する等内容を分かり易く示すことで、新規事業者の参入を促す。業務内容に

よっては、現地見学会の実施、オンラインを活用した入札説明会を活用し、参加者の参加意欲

を高める。 

⑦ 総合評価方式や企画競争など企画書提出型の調達においては、類似の内容でかつ調達時期の近

い案件は、複数の企業が参加しやすいように他部署と調達時期を調整することで競争参加企業

の拡大を図る。 

⑧ 入札公告掲載までに 6 か月以上の期間を設けた年間調達見通しを上・下期ごとに作成し、ホー

ムページに公表し、四半期毎に同情報の見直しを行い情報の更新を図る。 

⑨ 地域本部調達案件においても、本部が深く介入できる体制を構築する。具体的には、「調達の

勘所」「過去の失敗事例」等の教材を作成し、地域本部職員に対して、WEB 等を活用し、定期

的（1 回/半年）な研修を実施する。また、地域本部での調達案件は、事前に本部との内容検討

等を実施できる体制を整え、確認、指導を強化する。 

⑩ 資料の提出方法について電子媒体を活用した入札手続きを推進し、応募者の利便性を図る。 

⑪ 過去の複数者応札案件についても、真の競争になり得ているかを再検証し、必要により改善す

る。 

⑫ 調達仕様書については業務内容や規模感を明確にするとともに、入札額の積算をしやすいもの

とする。 

⑬ 急遽調達すべき案件については、発注する見込みが立った段階で⑧の年間計画への掲載を実施

するとともに、過去の同種業務の仕様説明会参加者への情報提供を実施する他、国や民間の調

達ポータルサイトを活用し事業者を検索するなど、より多くの参加者確保に努める。 

 

（２）事務処理効率化等を目的とした調達の改善 

地域本部等における入札案件での一者応札が増加しないよう、令和４年度から実施している契約担

当者情報共有会議を令和８年度においても前年度同様、年６回開催することで職員間のコミュニケー

ション及び調達手続きの意識の向上及び事務処理の効率化を図る。なお、本会議において、本部は地

域本部に本合理化計画等の情報を共有し、連携を強化する。また、職員向けの調達手続きに関する研

修機会を随時設け、適切な事務処理の効率化に努める。 

【地域本部等との契約担当者情報共有会議の開催回数】 

 

（３）障害者就労施設等への優先調達 

障害者就労施設等からの物品等の調達については、「障害者就労施設等からの物品等の調達の推進

に関する基本方針（Ｈ25.4.23 閣議決定）」に即して定めた令和７年度調達方針に基づく調達実績が少

額であった地域本部及び大学校への協力依頼を引き続き行うことにより前年度契約金額実績を上回る

調達に努めるものとする。 

引き続き、物品購入や役務発注における障害者就労施設等からの調達への検討を推奨していくとと

もに契約担当者情報共有会議等の場を活用し、啓発普及活動を継続していくこととする。 

 

【前年度実績額を上回ること】 

 



 

３．調達に関するガバナンスの徹底（【 】は評価指標） 

（１）随意契約に関する内部統制の確立 

  新たに随意契約を締結することとなる案件については、事前に機構内に設置された入札・契約手続

委員会で検証し、会計規程における「随意契約によることができる事由」との整合性や、より競争性

のある調達手続きの実施の可否の観点から点検を受けることとする。 

  ただし、緊急の場合等やむを得ないと認められる場合は、事後的に入札・契約手続委員会に報告を行

うこととする。 

【入札・契約手続委員会による点検の実施】 

 

（２）不祥事の発生の未然防止・再発防止のための取組 

① 各会計機関の契約担当者を対象として契約事務に関する情報共有の場として契約担当者情報共

有会議を年６回実施し、事故防止及び不祥事の未然防止等意識の向上を促すこととする。 

② 前述の契約担当者情報共有会議における各地域本部等の職員への指導や情報交換を通じて、職

員のスキルアップを図り事故防止及び不祥事の未然防止等に努めることとする。 

③ 官製談合防止法研修会を本年度も引き続き開催し、全役職員への不正防止意識の向上を促すこ

ととする。 

④ 職員向けの調達手続きに関する研修会を随時行い、契約事務に関する事故の未然防止に努め

る。 

⑤ 不正事案の再発防止策・注意喚起として、検収内容の強化に取り組む。 

【研修等の実施及び各地域本部等への指導】 

 

（３）大規模案件調達に係る再委託、外注に関する適切性の確認 

  「大規模案件調達事務実務マニュアル」において定められた対象となる大規模案件については、案件

ごとに設置される企画評価委員会にて、事前に「大規模案件チェックシート」を活用し再委託、外注の

適切性を確認したうえで、契約監視委員会において事後的に再委託、外注の適切性を評価することとす

る。 

【契約監視委員会による事後評価の実施】 

 

（４）内部監査等 

  監査統括室による内部監査、及び監事による監査の一環として、調達の合理性についても事後的な

確認を行う。 

 

４．自己評価の実施 

調達等合理化計画の自己評価については、各事業年度に係る業務の実績等に関する評価の一環とし

て、年度終了後に実施し、自己評価結果を主務大臣に報告し、主務大臣の評価を受ける。主務大臣に

よる評価結果を踏まえ、その後の調達等合理化計画の改定・策定等に反映させるものとする。 

 

５．推進体制 

（１）推進体制 



 

本計画に定める各事項を着実に実施するため、財務担当理事を総括責任者とする調達等合理化推進

チームを設置し、調達等合理化計画の進捗状況を半期ごとに把握し、推進に努めるものとする。 

  総括責任者  財務担当理事 

  副総括責任者 財務部長 

  メンバー   調達・管理課長、財務部参事、企画部企画課長 

 

（２）契約監視委員会 

監事及び外部有識者によって構成する契約監視委員会は、当計画の策定及び自己評価の際の点検を

行うとともに、これに関連して、契約監視委員会の審議対象案件である新規１者応札・応募案件の事後

点検審議概要を公表する。 

 

６．その他 

調達等合理化計画及び自己評価結果等については、中小機構のホームページにて公表するものとす

る。 

なお、計画の進捗状況を踏まえ、新たな取組の追加等があった場合には、調達等合理化計画の改定を

行うものとする。 

 


